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第
16
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
　
１
等
陸
佐
　
杉

原
　
正
典
）は
、
令
和
２
年
９
月
４
日（
金
）日
出
生

台
演
習
場
に
お
い
て
攻
撃
行
動
に
お
け
る
総
合
戦

闘
射
撃
の
場
で
、
陣
地
進
入
か
ら
火
力
戦
闘
ま
で

の
一
連
の
行
動
を
状
況
下
で
行
う
、
重
迫
撃
砲
中

隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

　
統
裁
官
要
望
事
項
「
重
迫
撃
砲
中
隊
の
す
べ
て

の
戦
闘
力
を
集
中
し
、
最
大
限
の
火
力
を
発
揮
せ

よ
」「
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
覚
の
強
化
」「
安
全
管

理
」
を
受
け
、
重
迫
撃
砲
中
隊
長
（
１
等
陸
尉
　
加

藤
　
郁
）の
冷
静
沈
着
な
指
揮
の
下
、
隊
員
一
人
一

人
が
任
務
の
重
要
性
を
理
解
し
、
日
頃
の
練
成
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、
与
え
ら
れ
た
任
務

を
完
遂
し
た
。

　
ま
た
、
施
設
作
業
小
隊
に
よ
る
70
式
地
雷
原
爆

破
装
置
、２
中
隊
に
よ
る
01
式
軽
対
戦
車
誘
導
弾
・

81
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
・
狙
撃
銃
の
射
撃
を
行
い
、
各
種

射
撃
能
力
の
練
度
向
上
を
図
っ
た
。

　
第
４
施
設
大
隊（
大
隊
長
　
２
等
陸
佐
　
林
　
憲
一
）

は
、
令
和
２
年
８
月
30
日
（
日
）
〜
９
月
１
日
（
火
）の

間
、
大
村
駐
屯
地
及
び
大
野
原
演
習
場
に
お
い
て
第
２

中
隊
・
交
通
小
隊
・
補
給
小
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施

し
た
。

　
統
裁
官
は
、「
基
本
基
礎
を
確
行
し
任
務
を
完
遂
せ

よ
」「
健
康
管
理
、
安
全
管
理
に
万
全
を
期
せ
」以
上
２

点
を
要
望
し
、各
隊
員
は
任
務
完
遂
に
邁
進
し
た
。

　
第
２
中
隊（
中
隊
長
１
等
陸
尉
　
長
谷
川
大
和
）は

第
40
普
通
科
連
隊
を
直
接
支
援
す
る
施
設
中
隊
と
し

て
陣
地
構
築
・
障
害
構
成
を
、
交
通
小
隊（
小
隊
長
３

等
陸
尉
南
由
里
子
）は
各
種
交
通
作
業
を
、
補
給
小
隊

（
小
隊
長
陸
曹
長
富
永
靖
）
は
補
給
交
付
所
の
開
設
・

運
営
を
、
中
隊
長
・
小
隊
長
を
核
心
と
し
て
全
隊
員
が

一
丸
と
な
り
、
日
頃
の
練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
し
た
。
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集結地の安全化集結地の安全化集結地の安全化

大村駐屯地
業務隊長

２等陸佐 武次 和正

要望事項

「 部隊・隊員のため
　に最善をつくせ 」

第４後方支援連隊
第２整備大隊

第１普通科直接支援中隊長

１等陸尉 山﨑 俊明

要望事項

「 明るく前向きに 」

第16普通科連隊
第３中隊長

３等陸佐 涌井 啓之

要望事項

「 明るく前向きに
向上心をもって」

第４施設大隊
第１中隊長

１等陸尉 谷口 伸祥

要望事項

「 目標の確立と　　　
　　　 成果の共有 」
「 仲間のため、　　　
　　 家族のために 」

着任　部隊長着任　中隊長

統裁官訓示統裁官訓示統裁官訓示120ｍｍ迫撃砲　射撃120ｍｍ迫撃砲　射撃120ｍｍ迫撃砲　射撃 120mm迫撃砲　半装填120mm迫撃砲　半装填120mm迫撃砲　半装填

琴
の

海
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大村東彼防衛協会
（印刷所）

つ　じ　印　刷
(TEL)５２−３２３０

会場リニューアルオープン！ パークベルズ大村が新しく生まれ変わります
パークベルズ大村は 1982 年 3月 17 日
に地元大村で「ポートサイドおおむら玉
姫殿」として産声をあげ長年地域の皆様
と共に歩んでまいりました そんな私た
ちに出来ることは地元大村のカップルに
結婚式の良さをしってもらう事です

元 16 連隊
最先任上級曹長

清浦 孝司

担当

野林 真弓

元 16 連隊
銃剣道 教官

古川 竜秀
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